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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトはとりわけ国際的な研究交流を重視し、文学地理学のネットワークを深め、
リソースの共有を目材した。ホーンズはイギリスの協力者であるジェームス・ニールとオープンアクセスの書誌情報サ
イトLiterary Geographiesを開設した。このためにロンドンで開催された2012年秋の会合には日本、イギリス、フィン
ランドなどからの参加者があった。怪物表象を巡る文学地理学というテーマに関連してホーンズは国際的学術誌で論文
を発表した。また研究分担者の矢口はミュージアムスタディーズや国際関係史から、また砂田はアメリカ人による日本
の怪物表象という観点から分析を行った。

研究成果の概要（英文）：For the project Literary Geographies of the Monstrous we expanded our internationa
l network of collaborators and as a group focused on developing resources and connections in literary geog
raphy. hones, with James Kneale of UCL, jointly founded the open-access online bibliographic resource 'Lit
erary Geographies' in February 2012. The founding of the website led to a research group meeting in London
 held in September 2012 involving participants from Japan, the UK, and Finland. This meeting led to the la
unch of the international e-journal Literary Geographies. Individually, we also produced a range of public
ations: Hones published several articles as well as "The Novel as Spatial Event" in an edited collection G
eography and the Humanities and "The Literary Dimension," in the collection Global City Challenge. Yaguchi
 published in the journal Diplomatic History and pursued his research on museums while Sunada analyzed the
 representation of Japanese monstrosity by American writers.
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１．研究開始当初の背景 
未来とは「怪物」であるという（デリダ的）
前提にたち、怪物の表象を文学・地理学・展
示論・ジェンダー研究など学際的に考察する
研究として開始した。とりわけ国際的な連携
を重視するグローバルな視座を持つ研究を
目指した。具体的には「ユートピア」概念の
言説分析を行った以前の科学研究費プロジ
ェクトで培った国際研究協力体制をより一
層深めようとした。研究責任者と分担者はア
メリカ研究を中心に研究を行っているが、批
評地理学(critical geography)の研究はイギリ
スを中心に盛んであるため、イギリスとヨー
ロッパの研究者との連携を深めたいという
思いがあった。 
 
２．研究の目的 
本研究の主な目的は「怪物」の概念が、差異・
無知・予想外といった人間の社会的・文化的
な状況のなかにおいて生み出され、それらが
文学やミュージアム展示などをはじめとす
る文化現象にいかに表象されるかを考察す
ることである。また日本国内の枠にとどまら
ない、国際的な研究体制を構築するために海
外との研究交流を積極的に行うとともに、オ
ンラインでのリソースを有効活用すること
を目的とした。 
 
３．研究の方法 
研究の理論的背景となるのは文学および文
化地理学、批評地理学（critical geography）
であり、さらにミュージアム・スタディーズ
などの他領域を視座に含む複合・学際的な研
究である。ホーンズは文学と空間論を取り込
んだ批評地理学の理論的見地から他者や怪
物表象などを考察した。矢口はミュージア
ム・スタディーズおよび日米文化交渉史の観
点から、日本およびアメリカで周縁および他
者がどのような形で表現されているかを、実
地調査を中心に検討した。砂田は主に国内の
怪物・怪談表象をとりあげ、とくに日米文化
論の観点からアメリカの著者が日本の怪
物・怪談をどのように描いたかを考察した。
アリス・ベーコンやラフカディオ・ハーンな
ど 19 世紀の著述家に焦点をあてた。また、
海外、とくにイギリスの研究者と連携しなが
ら、国際的な研究を展開することに重点をお
いた。同時にオンラインでの情報やリソース
共有を重視することで、グローバルな研究協
力体制を構築することを目指した。 
 
４．研究成果 
（１）本研究は海外研究協力者との連携に力
を注ぎ、とりわけホーンズはイギリス在住の
ジェームズ・ニール博士（University College 
London）やジュリアン・ホロウェイ博士
（Manchester Metropolitan University）な
どとともに怪物表象を空間批評論の見地か
ら考察した。また、このような理論的知見を
国際的に共有するためのウェブサイトを立

ち上げた(Literary Geographies)。現在まで
にヒット数は 2万件を超えている。またホー
ンズはこれまでの研究をもとに、2014 年夏に
Literary Geographies: Narrative Space in 
Let the Great World Spin を Palgrave 
Macmillan 社から刊行する。なお、この書は
同時に日本語翻訳も進行中で、2015 年に東京
大学出版会から刊行されることが決まって
いる。 
（２）また海外での調査研究も行い、矢口は
アメリカを中心にミュージアムの展示表象
の調査を行った。カリフォルニア州の「創造
博物館」などでの実地調査を通して、「事実」
「科学」「想像」の境界線がいかに設けられ、
来館者に受け入れられているかを考察した。
その成果の一部は 2014 年に単著『奇妙なア
メリカ―神と正義の博物館』として刊行予定
である。 
（３）国内での調査は砂田がアリス・ベーコ
ンの著作の文献研究に加え、ラフカディオ・
ハーンの怪談表象に関する調査を島根県松
江市で行った。松江市が行う「怪談ツアー」
などの実地調査を行うことで、ハーンの表象
のみならず、ハーンが描いた世界が現代の観
光にいかに取り込まれ、特定の「怪談」「怪
物」「化け物」像の生成が生成されているか
を考察した。この研究については現在、投稿
論文とするために執筆中である。 
（４）上記の研究を共有することで、「怪物」
という「テクスト」をめぐる他者と周縁のダ
イナミズムを包括的に検討した。この成果を
もとに、次の研究プロジェクトとして、「証
言」(testimony)に焦点をあて、研究を進め
ていくことを決定した。「証言」も「怪物」
と同じく「差異」や「予想外」と密接に関わ
るテクストであり、このような研究を継続す
ることで、他者化・差異化の言説分析を深め
ていきたい。 
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